1/17企画総務委員会に学校跡地利活用検討委の最終報告が示されました。

パブリックコメントの実施は２／１～２／２０　議会の各会派からも意見を提出することになっています。

以下は、検討委の最終報告書より抜粋したものです。

(2)旧赤羽台東小学校跡地・旧赤羽台中学校跡地

【跡地利活用の基本的考え方】

当跡地は、ＪＲ赤羽駅至近ながら、自然環境豊かな落ち着いた雰囲気の高台に位置しており、東京の北の玄関として北区のイメージアップが期待できる。

また、赤羽台団地の再生整備が進められ、新たなまちづくりが進行している。

さらに、高齢者人口比率が区内で最も高い地域であることから、高齢者が安心して生き生きと暮らせるための機能の充実が求められている。

そこで、教育機関の誘致を核として、緑あふれるゆとりある空間をつくり、その静かな環境の中で、若者のみならず様々な人々が世代を超えて集い、勉学に励み、人と地域との交流の促進に資する利活用を基本的な考え方とする。

これらの基本的考え方を包括する形として、跡地利活用のコンセプトｗお

「みどり」「教育」「交流」が共鳴し躍動するランドマーク

として掲げる。

【跡地利活用の基本的方向】

コンセプトを実現するため以下を基本的な方向とする。

２校の跡地については、下記項目の実現を目指し、赤羽台団地再生事業の一環の中で、一体的な整備を行うよう関係機関と協議していく。

（1） 教育関連施設の誘致
区民への開放、オープンスペースの確保、防災機能向上への協力、地域の人材や産業等との連携・交流など、地域への貢献度に留意し、跡地利活用のコンセプトにふさわしい教育関連施設の誘致を行う。

（2） 防災機能を高めるためのオープンスペースの確保と緑の保全・創出
防災機能を維持・向上させるためのオープンスペースを確保するとともに、人々の交流や憩いの場となる緑あふれる公園や広場等を整備する。
なお、公園については、「都市計画公園」として区が整備を行い、オープンスペースの確保を図ることを検討する。

（3） その他
高齢者をはじめ地域の方々が、地域の中で安心して生き生き暮らすための活動の場や交流の場の整備を検討する。
また、高台との物理的バリアの解消など、生活環境・安全への配慮や周辺道路整備など周辺地域の多様なまちづくりニーズに留意した整備を行う。
【事業手法】

· 旧赤羽台東小学校と旧赤羽台中学校は都市再生機構の土地をはさんで離れた場所に位置している。そのため、都市再生機構用地と一体的に整備することでより有効な土地活用を計ることができるよう都市再生機構と土地処分方法等に「ついて協議をしていく。

· 実現にあたっては、教育機関の誘致がもたらす効用も含め、都市再生機構と詳細かつ専門的な検討を行うことが望まれる。

【参考】

検討委員からの主な意見
○ 赤羽台団地の立替計画と合わせた取り組みを行う。

· 利便性の良さを生かし大学などの文教施設を誘致する。

· オープンスペース（避難場所）の確保

· 大学機能の誘致

区民・地域代表者からの主な意見

· 地域コミュニティー施設

· 高齢者向けの諸施設・機能の拡充

· 避難場所としての機能の継続と拡充

· 子育て支援センターなどの子ども達のための施設

· 専門学校、大学の誘致

· 美術展としての活用

· 旧赤羽台東小学校については隣接する赤羽台保育園へ校庭の一部を提供

· 企業誘致
基礎調査結果

· 共同住宅
・交通利便性が高く都内のまとまった希少性の高い土地であり、導入の可能性は高い。
・住宅を中心に、地域活性化の核となる機能の併設など幅広い利用形態が考えられる。

· 教育施設
・行政主導で学校法人を誘致するか、あるいは学校法人が自ら進出する意向があり、区及び学校法人間で条件が整う見込みがあれば導入の可能性は高い。

· 文化施設
・積極的な民間意向がないため、導入可能性は低い。ただし、地域活性化効果が期待できるため、収益性の観点から公的支援を含めた事業条件によっては可能性が見込める。

· その他
・現在、進行している赤羽台団地再生事業との一体的な取り組みにより、回遊性の向上によるゆとりある住環境の形成、跡地のスケールメリットを生かした利便性のある生活拠点を生み出すことが期待できる。

＜戻る
